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※ 葬儀会社によって、費用が異なるため、POINT1,2の段階で決める必要がある。
事前に地域にある葬儀会社の情報を得ておくと対応がスムーズになる。

病 院

在 宅・施 設
※ 早急に葬儀会社と「遺体搬送」の調整が必要

通常、病院に冷凍施設を備えた霊安室がないため、
遺体の腐敗が進んでしまう。

不 可 ※ 「着替え」・・・病院からの搬送時、「着替え」が必要
※「死亡確認」は、主治医との事前調整が必要 可 能 故人が着慣れた服装など

「遺体搬送」は、警察の手配する葬儀会社が行う。
通常、搬送は無料で対応している。

１．住宅事情により、自宅の安置が困難な場合がある
２．葬祭の責任者・・・親族がいない場合、施主(せしゅ)もしくは、相談者と呼ぶ。

安置場所までの「遺体搬送」は、葬儀会社が対応 関係機関や民生委員が担うことがある。

検死代・・・2～3万円ほど。地域によって異なる。

霊安室・・・1泊5,000円～（葬祭会社によって異なる）
※ 告別式の方法確認が必要 希望により、 「お通夜」を行う

身寄りがない場合、火葬場にて、「火葬式」

１．死後、23時間経過しなければ、火葬できない ※ 身内が少ない場合、告別式を行わず、
２．「火葬許可書」が必要。 「出棺葬」として、簡略化

許可書は、市町村にて行う。葬儀会社の代行可能

事情により、墓へ納骨できない場合、 納骨費用・・・年30,000円～（寺社によって異なる）
「小墓」を購入し、敷地内に納骨（風習の違いあり）
小墓・・・30,000円前後で購入可能

～ 葬祭に必要な費用について ～
１．葬儀費用（①祭壇、②仏前ｾｯﾄ、③遺体搬送、④仏衣・お土産袋、⑤防水防臭ｼｰﾂ、⑥納棺花、⑦納骨ｾｯﾄ、ドライアイス・写真代など）

葬儀費用は、葬儀会社へ支払う費用。各社、葬儀の形式により、大きく異なる。生活保護の葬祭扶助は、14万円ほど。
２．お布施・・・ある程度の相場の設定あり。葬儀会社へ確認が必要。
３．火葬代金・・・各市町村の火葬場によって、費用が異なる。40,000円前後が相場。

利用者死亡時の対応フローチャート （葬儀編）

～ POINT その2 ～
遺体を安置する場所は？

主治医による「死亡確認」
※「死亡診断書」の作成が必要

自宅等へ搬送

～ POINT その3 ～
「納骨場所」はあるか？

利用者死亡

～ POINT その1 ～
死亡した場所は、「在宅・施設」もしくは「病院」？

「在宅・施設」にて、主治医による死亡確認は可能か？
※「死亡診断書」の作成が必要

警察による「検死」
※死因の特定できない場合、大学病院にて解剖

葬儀会社の「霊安室」を借用

寺へ預ける
（保証人と納骨費用が必要）

親族等の墓へ納骨
※ 親族間で決定

無縁仏として、公営墓地へ納骨
※ 市町村の担当課と調整

自宅等より、「出棺」火葬場にて、「火葬」


